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はじめに

平成2８年12月21日，中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について」

が示され，平成29年3月31日に新しい学習指導要領が告示されました。今回

の改訂では，「社会に開かれた教育課程」の重視や確かな学力，豊かな心，

健やかな体の育成を目指し，

○育成を目指す資質・能力の明確化

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

○学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進

が求められています。

大分県教育委員会では，これまで「新学習指導要領への移行スタート」

（平成30年2月）等において「育成を目指す資質・能力の明確化」，また，

「新大分スタンダードのすすめ」（平成２９年３月）等において「主体的・

対話的で深い学び」について説明を行ってきました。本冊子は「カリキュラ

ム・マネジメント」についてご理解いただくことを目的に作成しています。

「カリキュラム・マネジメントとは何か」については【理論編】で，また，

「カリキュラム・マネジメントを推進さらには充実していくためにはどうす

ればいいのか」については【実践編】で詳しく説明しています。

新学習指導要領の趣旨を踏まえた教育実践を移行期間から展開していくた

めにも，ぜひ本冊子をご活用いただければと思います。
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【理論編】

中教審答申と学習指導要領を読む
（H28.12.21） （H29.3.31）
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中教審答申と学習指導要領を読む

【学習指導要領 前文】より

これからの学校には，（中略）一人一人の児童生徒

が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆ
る他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と
協働しながら様々な社会変化を乗り越え，豊かな人
生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることが
できるようにすることが求められる。

生きる力 の育成

新しい学習指導要領では，これまでの学校教育の実践や蓄積を生かして，

子供たちが新しい社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成すること
を目指すことが示されています。

今回の改訂は，中央教育審議会答申（「幼稚園，小学校，中学校，高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について」平
成28年12月21日）を踏まえて行われており，本答申を併せて読むことで，学習
指導要領の理解を一層深めることができます。
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（第２章 2030年の社会と子供たちの未来 より） ※一部抜粋

○社会の変化は加速度を増し，複雑で予測困難となってきて
おり，しかもそうした変化が，どのような職業や人生を選択
するかにかかわらず，全ての子供たちの生き方に影響する
ものとなっている。

○このために必要な力を育んでいるのが，人間の学習である。
（中略）子供たち一人一人が予測できない変化に受け身で
対処するのではなく，主体的に向き合って関わり合い，その
過程を通して，自らの可能性を発揮し，よりよい社会と幸福
な人生の創り手となっていけるようにすることが重要である。



中教審答申と学習指導要領を読む

【学習指導要領 前文】より

これからの時代に求められる教育を実現していくためには，よ
りよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と
社会とが共有することが求められる。
そのため，それぞれの学校において必要な学習内容をどのよう

に学び，どのような資質・能力を身に付けられるようにするのか
を教育課程において明確にしながら，社会との連携・協働により
その実現を図っていくという，「社会に開かれた教育課程」の実
現が重要となる。

以上を踏まえ，各学校では，自校のミッションは何かを問い直し，その実現

のために保護者や地域の人々と協働して取り組みながら，学びの主体として
の子供を育成していきます。

【教育課程とは】

学校教育の目的や目標を達成するために，教育の内容を子供の心身の発達に
応じ，授業時数との関連において総合的に組織した学校の教育計画

何ができるようになるか
-育成を目指す資質・能力-
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今回の改訂は，「生きる力」の育成という教育目標が各学校の特色を生か
した教育課程の編成により具体化され，教育課程に基づく個々の教育活動が，
効果的につながっていくようにすることを目指している。
そのためには…

「何を学ぶか」という知識の質・量の改善とともに，
「どのように学ぶか」という学びの質や深まりを重視し，
「何ができるようになるか」まで見通した改善を図ることが必要

また，知・徳・体にわたる「生き

る力」を子供たちに育むために，
「何のために学ぶのか」という各
教科等を学ぶ意義を共有しなが
ら，授業の創意工夫や教科書等
の教材の改善を引き出していく
ことができるようにするため，全
ての教科等の目標及び内容が
「知識及び技能」「思考力，判断
力，表現力等」「学びに向かう力，
人間性等」の三つの柱で再整理
されているということも確認して
おくことが大切です。



中教審答申と学習指導要領を読む

【第１章 総則 第１の４】
各学校においては，児童生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，
教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容を教科等横断的な視点
で組織的に組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価してそ
の改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な
体制を確保するとともに，その改善を図っていくことなどを通して，
教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上
を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」とい
う。）に努めるものとする。

カリキュラム・マネジメントの充実のためには・・・

①以下に示す三つの側面を通して，教育課程に基づき組織的かつ計
画的に学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

②全ての教職員の参加により，学校の特色を創り上げていくこと

が大切です。

○児童生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目的や目標の実現に
必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと。

○教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

○教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を
図っていくこと
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カリキュラム・マネジメント三つの側面

「カリキュラム・マネジメント三つの側面」等については，H30.2 大分県

教育委員会発行の「新学習指導要領への移行スタート」でも説明してい
ます。ぜひそちらもご活用ください。

カリキュラム・マネジメントとは，新しい理論でも，負担になる作業でも
ありません。
これまでの「見えにくい学校経営の営み」を視覚化して，わかりやすく
整理したものです。

（愛知教育大学 倉本哲男先生 講義資料より一部抜粋）



中教審答申と学習指導要領を読む

今回の改訂では，各学校におけるカリキュラム・マネジメントを円滑に進めていく観点から，
総則の項目立ても以下のように整理されています。
①小（中）学校教育の基本と教育課程の役割（第１章総則第１）
②教育課程の編成（第１章総則第２）
③教育課程の実施と学習評価（第１章総則第３）
④児童（生徒）の発達の支援（第１章総則第４）
⑤学校運営上の留意事項（第１章総則第５）
⑥道徳教育に関する配慮事項（第１章総則第６）

こうした総則の全体像も含めて，教育課程に関する国や教育委員会の基準を

踏まえ，自校の教育課程の編成・実施・評価及び改善に関する課題がどこにある
のかを明確にして教職員間で共有し改善を行うことにより学校教育の質の向上を
図り，カリキュラム・マネジメントの充実に努めることが求められています。

ここからは，カリキュラム・マネジメントを充実させるための５つのポイントについて説明します。

Ｈ30年度

教育課程

○○学校

学校・地域・児童生徒の
実態

カリキュラム・マネジメントによる
教育目標の実現

生きる力
の育成 授業の実施

学習指導要領や
児童生徒の実態
等を踏まえた
教育課程の編成

短期と長期のＰＤＣＡ
サイクルによる評価・改善

ポイント１

ポイント２

ポイント３

ポイント４

ポイント５
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中教審答申と学習指導要領を読む

ポイント１ 「生きる力」の育成

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力,人間性等」の涵養

何を理解しているか
何ができるか

生きて働く
「知識及び技能」の習得

理解していること・できることを，
どう使うか

未知の状況にも対応できる
「思考力,判断力,表現力等」の育成

「知」「徳」「体」を一体的に捉え，三つの柱に整理

・主体的に学習に
取り組む態度も
含めた学びに向
かう力
・多様性を尊重す
る態度と互いの
よさを生かして
協働する力
を育むことが重要

“何年にこうした出来事が起きた”という事

実的な知識が現代の社会にどう関わっている
かなど，個別の知識の定着を図るとともに，社
会における様々な場面で活用できる概念とし
ていくことが重要

・新たな情報と既存の知識を適切に組み合わ
せて，それらを活用しながら問題を解決した
り，考えを形成したり，新たな価値を創造して
いくために必要となる思考
・必要な情報を選択し，解決の方向性や方法
を比較・選択し，結論を決定していくために必
要な判断や意思決定
・伝える相手や状況に応じた表現 ができるよう
にすることが重要

これまでは「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の調和を重視した「生きる力」

の育成を目指してきました。今回の改訂で「生きる力」の捉え方が変わったのではあ
りません。「生きる力」の意義を改めて捉え直すとともに， 「確かな学力」「豊かな心」

「健やかな体」は相互に関連し合いながら一体的に実現されるものであるということか
ら，資質・能力の三つの柱で再整理されたのです。
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【学習指導要領解説 総則編 第３章第１節３】
児童（生徒）に知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むこ
とを目指すに当たっては，各教科等の指導を通してどのような資質・能
力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実を図ること，そ
の際には，児童（生徒）の発達の段階や特性を踏まえ，「知識及び技
能」の習得と「思考力，判断力，表現力等」の育成，「学びに向かう力，
人間性等」の涵養という，資質・能力の三つの柱がバランスよく実現で
きるように留意すること。

【中央教育審議会答申 第５章２】



中教審答申と学習指導要領を読む

ポイント２ 学校・地域・児童生徒の実態把握
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各学校においては，自校の教育課程の編成，実施，評価及び改善に関する課
題がどこにあるのかを明確にして教職員間で共有することが大切です。

H30.2 大分県教育委員会発行「新学習指導要領への移行スタート」では，教

育課程編成の際に特に重要となる学校の教育目標の設定，見直し例として，以
下に示している２例を紹介しています

大分県教育委員会ホームページ
http://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2018421.pdf



中教審答申と学習指導要領を読む

今回は，学校の教育目標の設定や見直しに加え，カリキュラム・マネジメン

トの充実を目指し，学校のカリキュラム全体を見直す際に効果的なツールで
ある①ＳＷＯＴ分析と，②大阪教育大学 田村知子教授 作成の「カリキュラ
ムマネジメント・モデル」を使った分析を紹介します。

【例１】 ＳＷＯＴ分析

内部環境 外部環境

プ
ラ
ス
面

マ
イ
ナ
ス
面

強み（Strength）

学校内の環境や資源の中で，
活用できるもの

機会（Opportunity）

学校外の環境や資源の中で，
学校に支援的に働くもの

弱み（Weakness）

学校内の環境や資源の中で，
修正すべきもの

脅威（Threat）

学校外の環境や資源の中で，
学校に阻害的に働くもの

学校の内部環境の具体的な状況を「強み（Ｓ）」と「弱み（Ｗ）」に，学校を取り巻
く外部環境の具体的な状況を「機会（Ｏ）」と「脅威（Ｔ）」に分類することにより，多
様な観点から特色ある学校づくりや課題に解決策を検討し，学校の教育目標の
実現につなげていきます。
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前ページで紹介した【見直し例２】にある「実態」の黄付箋は，この表での

「Ｓ」（内部環境のプラス面），赤付箋は，「Ｗ」（内部環境のマイナス面）の部
分に整理された児童生徒の姿に関する項目と重なります。



中教審答申と学習指導要領を読む

〔SWOT分析の例〕

内部環境 外部環境

プ
ラ
ス
面

マ
イ
ナ
ス
面

＜内部環境の例＞
ヒューマンウエア
児童生徒，教職員，管理職
ハードウエア
施設・設備，研究指定，予算
ソフトウエア
校風・伝統，文化，風土 等

＜外部環境の例＞
保護者，地域住民
関係機関，公的機関，他の学校
卒業生，同窓会
産業
自然，風土，歴史，文化 等

・生徒が素直で，教職員と
の信頼関係が構築されて
いる。
・主要主任が役割を理解し，
適時適切に指導・助言を
行っている。
・生徒による授業評価を実
施し，各教員が授業改善
に生かしている。

Ｓ Ｏ ・キャリア教育を地域と連
携して行ってきたことによ
り，地域住民の学校に対
する関心が高まっている。
・地域の染物業は伝統的な
産業であり，生徒が地域
を学ぶ教材として活用で
きる。

Ｗ ・教科部会が十分に機能し
ておらず，教師個々の取
組のよさや成果が全体に
広がらない。
・生徒は授業には真面目に
取り組んでいるものの，
受身的。
・目指す授業像を教師と生
徒が共有できていない。

Ｔ ・学校に対する保護者の
関心が二極化しており，
参観授業や懇談会に
参加する保護者が固定
化してきている。
・小学校との連携が不足し
ており，１２年間を見通し
た子供の育成が必要。

ＳＷＯＴ分析の結果をカリキュラム・マネジメントの充実につなげるには，

まず，上記のような分析を基に，ブレインストーミングやＫＪ法等を使って教
職員全員で課題の解決策の検討をしていきます。
このときに重要なのは，プラス部分に着目することです。強みを生かす取

組を考えていくようにすることが重要です。

さらに，出された解決策を，効果の大きさや着手の容易さなどから比較し，
「より着手が容易で効果が大きいと考えられる実行策」を決めていきます。

11



中教審答申と学習指導要領を読む

【例２】「カリキュラムマネジメント・モデル」を活用した分析

以下は，大阪教育大学の田村知子教授が開発した「カリキュラムマネジメント・モデル」です。この

モデル図を活用することでカリキュラム・マネジメントの全体像を把握し，各要素とそのつながりを俯
瞰的に分析することにより，比較的小さな力で大きな効果を得やすいポイントを探ることができます。

＜確認ポイント＞
（要素ア）教育目標の具現化
・キャッチフレーズとして掲げておくのではなく「育成を目指す資質・能力」として明確にし，
教職員，子供，保護者，地域の関係者等と共有し，その達成を目指す。

（要素ウ）
・管理職だけでなく，授業に必要な人・物・予算・組織などの必要性を切実に感じる授業者も
主体的に考える。

（要素オ）
・リーダーシップには，授業研究の際に指導・助言するなど直接的に教育活動に働きかける教育
的リーダーシップ（矢印⑦）もあれば，人的・物的環境を整備することで間接的に教育活動を支
援する管理・技術的リーダーシップ（矢印⑧）や学校内の人間関係や校風をポジティブなものに
変えることで教育活動を活性化する文化的リーダーシップ（矢印⑨）もある。
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中教審答申と学習指導要領を読む

ア．教育目標の設定・共有化
【学校の教育目標】
地域や他者とのつながりを大切しながら，自ら考え，行動できる生徒の育成
○前年度の評価から得た課題を基に校長が重点目標を示す
▲教育目標の具現化に向けて育成を目指す資質・能力の共通理解は不十分

イ．カリキュラムのＰＤＣＡ

○年２回の学力向上会議で改善策を協議
○年３回の生徒・教員アンケートの実施と分析

Ｃ 評価

Ａ 改善

Ｐ 計画

Ｄ 実施

○学力調査等の
結果を見ると，
二極化傾向
が見られる
▲自分の思いや
考えを伝えるこ
とが苦手な生徒
が多い

オ．リーダーシップ（校長・教頭・教務主任・研究主任など）
○各種会議で周知徹底を図るための工夫（説明資料の工夫等）
○主要主任の活用

ウ．組織構造
○ミドルリーダーが若手を指導
○国研の指定校（総合的な学習
の時間の研究）
▲個々がもつ分掌が多く，限ら
れた時間の有効活用が必要

カ．家庭・地域社会等
（他校・企業等）

○地域の協力（総合等）
○学校への信頼度

エ．学校文化
○教師間のコミュニケーション
が円滑
▲新たな取組に対する不安や
多忙感

キ．教育課程行政
（教育委員会等）

○研究発表会への協力

ＰＤＣＡサイクル
教育課程の実施
状況を評価して，
その改善を図って
いくこと。

内外リソースの活用
教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともに，その改善を図っていくこと。

▲アンケート結
果等を生かし
きれていない
▲授業研や互
見授業の成
果や課題が
共有化されて
いない

○学校評価の４点セットや授業改善５点セット
と研究テーマの連動
○総合的な学習の時間を核とした教育課程
の編成

○新大分スタンダード
の推進
・自分の考えを持つ
場，交流する場の
確保

○授業観察シートによ
る自己評価
→授業改善に繋ぐ
▲交流の視点が不明
確で深まりがない

学

校

外
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〔カリキュラムマネジメント・モデルを使った分析例〕



中教審答申と学習指導要領を読む

ポイント３ 教育課程の編成

上の図に示されているように，学校の教育目標を実現するため，日々の
授業等の位置付けを意識することが重要です。

つまり，管理職のみならず，全ての教職員がカリキュラム・マネジメ

ントの必要性を理解し，日々の授業等やそれぞれの校務分掌の意義
を学校の教育目標の実現という視点から捉え直すことが必要です。
それにより，日々の教育実践が，学校の教育目標の実現をより意

識したものとなり，子供たちの資質・能力の確実な育成へとつながりま
す。

（中央教育審議会 教育課程部会 生活・総合的な学習の時間 ワーキンググループ資料参照）
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【学習指導要領解説 総則編 第３章第２節１】

・学校教育全体や各教科等における指導を通して育成を目指す資質・能
力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にする。
・各学校の教育目標の実現を目指して，指導内容を選択し，組織し，そ
れに必要な授業時数を定めて編成する。
・言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等の学習の基盤となる
資質・能力や，現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を，
教科等横断的な視点に立って育成する。
・学校の教育目標と総合的な学習の時間とのつながりを検討する。



中教審答申と学習指導要領を読む

ポイント４ 教育課程の実施

「主体的・対話的で深い学び」の実現の授業改善の取組は，授業の方法

や技術のみを意図するものではありません。児童生徒に求められる資質・
能力を育むために，以下の三つの視点に立った授業改善を行うことが示さ
れています。
ただし，毎時間この視点を入れ込むと授業が窮屈になってしまいます。単

元や題材など，内容や時間のまとまりを見通して計画する必要があります。

【中央教育審議会答申 第７章 ２】

○「主体的・対話的で深い学び」の実現とは，（中略）「学び」という営みの本
質を捉えながら，教員が教えることにしっかりと関わり，子供たちに求めら
れる資質・能力を育むために必要な学びの在り方を絶え間なく考え，授業
の工夫・改善を重ねていくこと。

○子供たちが，各教科等の学びの過程の中で，身に付けた資質・能力の三
つの柱を活用・発揮しながら物事を捉え思考することを通じて，資質・能力
がさらに伸ばされたり，新たな資質・能力が育まれたりしていくことが重要。

○教員は，この中で，教える場面と，子供たちに思考・判断・表現させる場面
を効果的に設計し関連させながら指導していくことが求められる。

【主体的な学び】
学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら見
通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的
な学び」が実現できているか。

【対話的な学び】
子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考え
ること等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

【深い学び】
習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え
方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して
考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造し
たりすること等に向かう「深い学び」が実現できているか。
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中教審答申と学習指導要領を読む

ポイント５ 教育課程の評価・改善

実施中の教育課程を検討し評価して，その改善点を明確にした上で改善を図って

いくことが大切です。そのためには，教育課程の巻末に評価シートを付けたり学校評
価の項目に位置付けたりすることが必要です。

「短期」と「長期」の二つのＰＤＣＡサイクルによる評価・改善

H30.3 大分県教育委員会発行 「新大分スタンダードのすすめ」（第2版）より

学校評価との関連付け

【学習指導要領解説 総則編 第３章第５節１】

各学校が行う学校評価については，教育課程の編成，実施，改善が教育活動
や学校運営の中核となることを踏まえ，カリキュラム・マネジメントと関連付けな
がら実施するよう留意するものとする。

※文部科学省作成「学校評価ガイドライン」（平成28年改訂）には，評価項目・
指標等の設定の例として以下のような項目が示されています。

■教育課程・学習指導
・教育課程の編成・実施の考え方についての教職員間の共通理解の状況
・児童生徒の学力・体力の状況を把握し，それを踏まえた取組状況
・児童生徒の学習について観点別学習状況の評価や評定などの状況
・学校図書館の計画的利用や，読書活動の推進の取組状況

・体験活動，学校行事などの管理・実施体制の状況 など

16
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【実践編】

１ 全体計画
～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～

２ カリキュラム・マネジメントの充実に

よる教育目標の実現

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・

対話的で深い学び

４ 総合的な学習の時間を核とした

カリキュラム・マネジメント
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児童生徒の実態

学校や
地域の特性

保護者の願い

地域の願い

学校の教育目標

具体的で分析的な
育成を目指す資質・能力

関係法令
学習指導要領

当面する
教育課題

実現に
向けて

どのような
教育活動を

どのような
教育資源の活用を

どのように
実施するか

どのように
評価・改善するか

目指す
児童生徒像

【第1章第２の１】
教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科等における

指導を通して育成を目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目
標を明確にするとともに，教育課程の編成についての基本的な方針が
家庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。その際，第５章（中
は第４章）総合的な学習の時間の第２の１に基づき定められる目標と
の関連を図るものとする。

グランドデザインのイメージ

各学校で設定する教育目標やその実現を目指す教育課程の編成についての
基本方針は，「社会に開かれた教育課程」の理念に基づいて，家庭や地域と共有
するとともに，連携・協働のもと，教育活動を充実させていくことが重要です。
そのために，例えば，学校経営方針やグランドデザイン等の策定や公表を行う

ことも求められています。

中津市立山口小学校の取組を紹介します。

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～
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中津市立山口小学校では，29年の2学期終了までに，校長のリーダーシップの
もと，全教職員で「目指す児童像」を明らかにするワークショップを行い，学校の教
育目標の見直しを行いました。

【平成２９年度の学校の教育目標等】

学ぶ力 ＋ 豊かな心 ＋ たくましさ ＝ 人間力（総合力）

【知】学ぶ力＝基礎基本の定着 活用する力と資質・能力の育成
【徳】豊かな心＝命を大切 差別を見抜く 問題を集団解決 平和的・共感的人間関係

あいさつ 感動体験 情操教育 道徳心・公共心
【体】たくましさ＝体力向上 挑戦意欲 忍耐力 達成感 自尊感情

☆人間力（総合力）＝変化の激しい将来を生き抜く力。答えのないような問題に答えを出す力等

経営の基本理念「授業改善」と「組織力」
○公教育の使命を自覚し，保護者・地域社会の信託に応える。
○常に，学ぶ主体である児童の立場・成長を考えた授業と教育活動に努力する。
○一人一人が仕事に責任を持ち，主体的に協働し問題解決にあたる学校組織とする。

目指す学校像
・授業を大事にする学校
・地域に信頼される開かれた学校
・児童が安心して学べる学校

目指す児童像
・自ら考え判断し実行する子
・人の気持ちを大事にする子
・進んで運動に親しむ子

目指す教師像
・努力を惜しまない教職員
・本気で関わる心温かい教職員
・児童 保護者 地域に耳を傾け
共感できる教職員

「目指す児童像」 見直した
学校の教育目標

児童の実態や
教師の願い

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～＜中津市立山口小学校＞
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【平成３０年度の学校の教育目標等】

変化の激しい将来を生き抜く，たくましい子どもの育成
～ 人間力・総合力～

【知識・技能】
【思考力・判断力・表現力】
【学びに向かう力・人間性】

目指す児童像

生きて働く
知識・技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力の育成

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養

読み書き計算が
定着している

主体的に考え根拠をもとに論理
的に説明できる

自分から進んで授業で学んだことを
生活場面で生かす

基本的な生活習
慣が身に付いてい
る

多様な価値観を認め自分たちで
解決しようとする

思いやりを持って他者と関わり合い
自尊感情を高め合う

基本的な運動技
能を身に付け運動
を楽しんでいる

あきらめず工夫し，よりよいもの
を作り出そうとする

健康・安全な生活をめざし苦手な運
動にも挑戦する

【学校経営の基本方針】
○日本国憲法，教育基本法，教育関係法令，学習指導要領，および
大分県教育委員会・中津教育事務所・中津市教育委員会の指導方針に基づく。

○社会の要請，児童の実態，地域の実態，保護者の願い，学校の実情，学校の伝統，教職員の
願いを踏まえ，組織的に「新しい時代に必要な資質・能力を育む学校教育」の確立をめざす。

【学校の教育目標】

山口小学校では，平成２９年度の教育活動を評価し，全教職員で子供の実態を
整理し，教師の願い等を踏まえるとともに，育成を目指す資質・能力の三つの柱で
「めざす子ども像」を具体的に設定しています。
このような作業により，学校の教育目標で目指す子供の姿がカリキュラム全体に

貫かれるとともに，各教科と総合的な学習の時間や特別活動が関連していくことに
つながります。

知

徳

体

資質・能力の
三つの柱

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～＜中津市立山口小学校＞

山口小学校のホームページアドレスはこちら http://syou.oita-ed.jp/nakatu/yamaguti/
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・基本を大切にし確実に身に付ける子ども

・最後まで考え抜き表現できる子ども
・苦手なことにもあきらめずにチャレンジする子ども

【凡時徹底】
【試行錯誤】
【挑戦意欲】
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１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～＜佐伯市立明治小学校＞

佐伯市立明治小学校では，全教職員が参加して学校の教育目標を資質・能力
の三つの柱で整理するワークショップを行いました。

４月に出し合った子どもの実態を踏まえ，ワークショップ前に教務主任が「グラ
ンドデザイン」や「学校経営方針」，学習指導要領等から「明治小学校として目指
す子どもの姿」を洗い出して上記資料を作成しています。

この後，全教職員で次のページの写真のようなワークショップを行いました。

明治小学校グランドデザイン 明治小学校学校経営方針

学習指導要領 学習指導要領解説総則編

など

追加



生きて働く知識及び技
能の習得

未知の状況にも対応
できる思考力・判断
力・表現力等の育成

自分の思いや考えをもつ（書く力・話す力）
自信をもって表現する
互いの考えを伝え合う（話し合う力）

学びを人生や社会に
生かそうとする学びに
向かう力，人間性等
の涵養

互いを認め合える子（仲間づくり・生徒指導の３機能）
課題に向かって粘り強く挑戦できる子
（自ら課題を見つけて）

22

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～＜佐伯市立明治小学校＞

追加

目指す子どもの姿

基礎・基本（生活面・学習面・学力）

マトリックス（写真左）で整理・分析して浮かび上がったキーワードから，
写真右のような「目指す子どもの姿」を描き出しています。
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１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～＜佐伯市立明治小学校＞

追加
全教職員によるワークショップの結果を踏まえて，「明治小学校が目指
す子どもの姿」とその実現のための授業改善の方向性を整理しました。

目指す子どもの姿と授業改善の方向性（具体的な取組）を関連付けて整理して
みると・・・
（１）「めあて・課題・まとめ・振り返り」の適切な設定と板書の構造化
（２）単元構成の工夫（国語科「書く」領域との関連を図る→今年度の重点）
（３）「具体的な評価規準」に基づく確かな見取り
（４）生徒指導の３機能（人権尊重の３視点）を意識した授業展開

となり，大分県教育委員会が示している「新大分スタンダード」とぴったり重なり
ました。



24

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～＜佐伯市立明治小学校＞

追加
「目指す子どもの姿」を実現するために，「新大分スタンダード」が必要
である，ということが確認できました。

前ページの内容とあわせて、
関連が深いことが確認できます。



今回の改訂では，各教科等において，当該教科等の指導を通してど

のような資質・能力の育成を目指すのかが，「知識及び技能」，「思考
力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱に
沿って再整理され，当該教科等の目標及び内容も明確にされています。

各学校においては，教育目標に照らしながら各教科等の授業のねら

いを改善したり，教育課程の実施状況を評価したりすることが可能とな
るよう，各学校が設定する教育目標は具体性を有するものであること
が求められます。

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～

学校の教育目標の実現

実践 実践 実践
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山口小学校の取組は，授業者である先生方が，自身の日々実施

する実践と，学校として育成を目指す資質・能力の結び付きを明確
にする上でとても効果的です。

大切なのは，全ての先生方が，学校の教育目標の実現を意識し

て実践を行うとともに，子供たちに確実に資質・能力を身に付けさせ
ることです。

次に，学校の教育目標の設定の際に求められる，「学校マネジメントの四つ
の観点との整合性」について説明します。



学校の教育目標の設定と学校マネジメントの四つの観点

学校の教育目標

重点目標
（目指す児童生徒像）

重点的取組
（具体的方策）

○学校の教育目標の実現に向け，教職員一人
一人がどのような教育活動を展開していくか
を考えて，実践をしていくことが求められてい
ます。

○学校の教育目標の実現に向けて，学校とし
て育成を目指す資質・能力や取り組むべき課
題などを具体化・焦点化した「重点目標」を立
て，それに迫る具体的な内容である「重点的
取組」を検討していきます。

○学習評価については，カリキュラム・マネジメ
ントの中で，学校の教育目標や学習・指導方
法の評価と結び付け，子供たちの学びに関
わる学習評価の改善を，教育課程や学習・指
導の改善に発展させ，授業改善及び組織運
営の改善に向けた学校教育全体のサイクル
に位置付けていくことが必要です。

こんなことはありませんか？

▲学校の教育目標の見直しが不十分
（知・徳・体の学校の教育目標のみで，学校として育成を目指す
資質・能力が教職員間で共有されていない）
→各教科等で身に付ける資質・能力と学校として育成を目指す資質・能力の
つながりが分かりにくい。

→教科等横断的な視点で児童生徒に資質・能力を育成する視点がもちにくい。

▲学校の教育目標と重点目標や重点的取組の整合がとれていない。
（例）学校の教育目標に「自ら考え～主体的に判断し～」とあるが，重点的取組は

ドリルを活用した基礎・基本の習得となっている。

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～
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達成指標

取組指標

大分県教育委員会が策定した「『芯の通った学校組織』推進プラン第２ステージ」で

示したように，子供たちの実態や地域のニーズ，時代の要請に見合った学校の教育
目標を掲げ，学校の喫緊の課題を踏まえた具体的な重点目標や取組を設定し，実
践すること，取組の検証と成果の実感の上に次なる課題を特定し，更なる取組につ
なげていくという検証・改善を繰り返し，持続的・発展的な教育活動を実現することが
大切です。



以下は，佐伯市立鶴谷中学校のグランドデザインです。
学校の教育目標の達成に向けた経営方針の重点目標を，「知識・技能の確かな

習得」「思考力・判断力・表現力の育成」「地域とともに学びに向かう力の涵養」の三
つの柱で整理しています。また，ここには記していませんが，それぞれの取組に対す
る達成指標や取組指標も明確に設定されています。ぜひ，参考にしてください。

①
② ③

重
点
的
取
組
（一
部
抜
粋
）

①授業で学ぶ知識・技能の
確かな習得

②学んだ知識・技能を活用した
思考力・判断力・表現力の育成

③地域とともに学びに向かう力
や人間性の涵養

☆学習規律・学習習慣の徹底
☆知識・技能が身に付く教科
学習の充実
☆健康・体力づくりの推進

☆教科学習とリンクした総合的な
学習の時間の充実
☆自尊感情をもち，自己決定する
自立する心の育成
☆互いのよさと違いを認めつつ，
協力する態度の育成

☆心が通い芯の通ったチームでの
実践の日常化（同僚性の発揮）
☆ふるさと佐伯のよさを知り，自信と
誇りをもって地域とかかわり貢献す
る態度の育成
☆積極的な情報発信と情に沿った丁
寧な説明
☆校区CS（１年目）の組織体制の確
立と取組の熟議

１ 全体計画～教育目標を踏まえ，つなぐグランドデザイン～

鶴谷中学校のホームページアドレスはこちら http://tyu.oita-ed.jp/saiki/turuya/
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学校の教育目標の達成に向け，どのような教育活動を，どのような教育資源を活用
しながら，どのように実施していくのか。
→各教科等で行われる一つ一つの単元が，１年間でどのように実施されるのかを俯瞰
的に関連付ける単元配列表の活用が考えられます。

※Ｐ１１ 再掲

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現

Ｈ30年度

教育課程

○○小学校

各学校で作成する教育課程は，「全体として児童生徒の経験の発展を

目指すものであるから，教科等間の連関を十分に考慮し，学習内容の重
複を避け，有効で能率的な組織ができるように計画しなければならない」
とされています。

ここからは，「カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現」について考えていきます。

以下の図は，１１ページの再掲ですが，ここでは「教科等間の関係性を深める」視点がポイントに
なります。

単
元
配
列
表
の
例
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２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現

①子供の実態・学習経験に配慮する。

→子供たち一人一人の学びは，個別の教科内に
閉じるものではなく，それぞれの学びが相互に関
連付き，つながりあっています。子供たちの中で
学んだことがどのように関連付いていくのかを意
識することが大切です。
（例）国語で学習した話合いの方法を使って，

社会の問題を議論する。

国語

社会

算数

理科
音楽

図工

体育

特活

家庭

総合
道徳外国語

②学校の教育目標の実現（育成を目指す資質・能力）をもとにして配列を考える。

→各教科等で育成される資質・能力がどのようにつながり，関連付いていくのかを想定して配列
を考え（改善していき）ます。

実践者や子供にとっても「学びの地図」となる単元配列表の作成

全体を俯瞰し，関連付ける

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力,人間性等」の涵養

何を理解しているか
何ができるか

生きて働く
「知識及び技能」の習得

理解していること・できることを，
どう使うか

未知の状況にも対応できる
「思考力,判断力,表現力等」の育成

多くの部分で各教科等共通
→有機的な関連を意識する。

各教科等で行われる学習活動や
学習対象の共通点を明らかにし，関
連付ける。

それぞれの学習活動で発揮される
思考力，判断力，表現力等の中核と
なる部分を明らかにし，関連付けを
意識する。
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体
験
と
言
語
を
つ
な
ぐ

教
科
と
総
合
を
つ
な
ぐ

単元と単元をつなぐ

次年度の学習につなぐ

１年の期をつなぐ

教
科
と
教
科
を
つ
な
ぐ

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現

③総合的な学習の時間との関連を重視（強化）する。
→各教科等で身に付けた資質・能力を適切に活用・発揮して，総合的な学習の時間に
おける探究活動を充実させていく関連の仕方などが考えられます。

また，「主体的・対話的で深い学び」の実現のためには，各教科等の学びが効果的に
つながることが大切です。各教科等で学ぶ内容や，各教科等で育成される資質・能力，
実際に行われる学習活動が，それぞれにどのような関係になっているかを丁寧に整理
するとともに，実施の順序や時期を考えることも大切です。

④単元の実施順序に配慮する。

→それぞれの単元で扱う学習内容は，およそ子供の発達に合わせて用意されています。
１年間でどのように学ぶかは，個別の単元の並び方に関わってきます。
（例）「平易→困難」「単純→複雑」「基礎→応用」などの視点で，オリジナルな並び方に調整。

⑤単元の実施時期に配慮する。

→子供の学びは，日常の自然の姿や社会生活の変化とも大きく関わって
います。子供の身の回りの環境の変化を視野に入れ，適切に配列する
ことも考えられます。

30

（「カリキュラム・マネジメント入門」 田村学 2017.3.1 東洋館出版社）

「特
別
の
教
科
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徳
」を
要
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す
る



単元配列表作成上の配慮事項

（１）何を視点に単元を配列するのか

◇最大のポイントは，「育成を目指す資質・能力」をもとにして配列を考えることです。各教科等
で育成される資質・能力がどのようにつながり，関連付いていくのかを想定して配列を行うこ
とになります。その際，「育成を目指す資質・能力」の三つの柱のそれぞれによって，いくつ
か心がける点があります。

単元配列表を作成することは，年間指導計画上に存在する各教科等の各単元を，
学び手である子供を中心に据えて，効率的かつ有効な学びになるように配列し直す
ことです。配列し直すに当たっては，「何を視点に」配列するのか，「どのような視点
で」配列するのかがポイントになります。

◇実際に行う学習活動や扱う学習対象に関係しています。
◇各教科等で行われる学習活動や学習対象には，どのような共通点があるのかを明らかにし，
関連付けについて細かく検討することが考えられます。

◇各教科等の知識がつながり，関連付くように実施時期を考え単元を配列することによって，
学習対象に関する概念の形成が期待できます。

５年理科 ５年社会

B 生命・地球
（3）流れる水の働きと土地の変化
（ｱ）流れる水には，土地を侵食したり，石
や土などを運搬したり堆積させたりする働
きがあること。
（ｳ）雨の降り方によって，流れる水の速さ
や量は変わり，増水により土地の様子が
大きく変化する場合があること。

（5）我が国の国土の自然環境と国民生活
との関連について
（ｱ）自然災害は国土の自然条件などと関
連して発生していることや，自然災害から
国土を保全し国民生活を守るために国や
県などが様々な対策や事業を進めている
ことを理解すること。

関連付くように配列する

４年理科 ４年算数関連付くように配列する

A 物質・エネルギー
（2）金属，水，空気と温度
（ｱ）金属，水及び空気は，温めたり冷やし
たりすると，それらの体積が変わるが，そ
の程度には違いがあること。

C 変化と関係
（1）伴って変わる二つの数量
（ｱ）変化の様子を表や式，折れ線グラフを
用いて表したり，変化の特徴を読み取っ
たりすること。

「知識及び技能」を例に・・・

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現
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◇例えば，総合的な学習の時間と各教科等の思考力，判断力，表現力等が関連付く
よう，下図のように整理する方法も考えられます。

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現

32



（２）どのような視点で単元を配列するのか

◇各教科等の共通点を関連付けるとともに，実際の児童生徒の姿や実現可能性を視野に入
れて単元を配列していくことになります。

◇例えば，
「前後関係」・・単元間を関連付ける。先に行われた単元で身に付いた資質・能力が，

あとの単元で活用・発揮されるもの。

「横断関係」・・教科等間を関連付ける。例えば，国語科で身に付いた資質・能力が，
他の教科等において活用・発揮されるもの。

「上下関係」・・学年間を関連付ける。前の学年で身に付いた資質・能力が，後の学年で
活用・発揮されるもの。

◇活用・発揮することによって，育成を目指す資質・能力は一層確かなものになると
考えることができます。

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
年間

時数

黄：消費生活・衣食住

青：社会参画

橙：環境

緑：国際理解

青；書くこと 赤：生命

赤：読むこと

緑：話すこと、聞くこと

70

道
徳

国
語

外
国
語

社
会

理
科

音
楽

算
数

体
育

家
庭

図
工

総
合

特
活

天気の変化

植物の発芽

植物の成長

植物の実や

種子

台風と天気の変化

流れる水の働き

食習慣の形成食習慣の形成

ごはんもりもりプロジェクト ～ 発見！お米の可能性 ～ （７０時間）

日本と世界の音楽

やってみよう

家庭の仕事

食べて元気に 家族とほっとタイム

病気の予防 病気の予防

わたしたちのくらしと国土

食料生産を支える人々（米、水産業、野菜）

くらしを支える情報 国土の自然とともに生きる

比べ方を考えよう
・平均
・単位量あたりの大きさ

比べ方を考えよう
・割合

多角形と円をくわしく

調べよう
・プログラミング体験

直方体や立方体の

かさの表し方を考え

よう
・体積

情報ノートを作ろう 紹介ポスターを

作ろう

わが町ベスト・ス

リーを決めよう

言葉と事実 新聞を読もう

確かな言葉の使い

手になろう
・話し言葉と聞き言葉

立場を決めて

話し合おう

敬語
多様な情報を読み取り、自分の考えを深めよう

本の推薦をしよう 資料を工夫して効果的に発表しよう

活動を報告する文章

を書いて文章にまと

めよう

勤労礼儀 生命の尊さ自然愛護

what would you like?

思いやり、感謝

・社会科の学習「食料生産を支える人々」と関連させ、米づくりや米を生かした調理活動に興

味を持たせ、課題を設定する。「ごはんもりもりプロジェクト」

・田植えに向けた田んぼの準備をする、実際に田植えをする。

・稲の成長を継続的に観察する。（理科との関連）

・米ついて知りたいことを出し合い、分類整理して調べる（社会科との関連）

・米を収穫、脱穀、精米する。

・米からどのような食品ができているのか調べる。

・収穫した米をどのようにして食べるか、視点を決めて話し合う。

・「米菓」の作り方を調べ、１回目の調理を行う。

・１回目の試作品と、専門店の米菓を比較して、今後の取り組みを考える。

・２回目の調理をする。

・１年間の活動と、米菓を紹介する発表会を企画する。

・招待する人を決める（ゲストティーチャー、米作りを教えてくれた方）

・発表する内容を整理する。（米作り、自分たちの学び、米菓のPRポイントなど）

・発表会を行う。

・１年間の学習を振り返る。

自然の中で感じたことを

単元間の活用・発揮（前後関係・・横の線）

教科等間の活用・発揮（横断関係・・縦の線）

◇関連付けるときは，シンプルにつないでみることから始めてみましょう。
例えば，
「重点化」・・中核となる教科等でつなぐ もしくは 中心となる能力でつなぐ
「精選」・・・強い関係に限定してつなぐ

などです。

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現
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（３）生活科や総合的な学習の時間との関連を重視する単元配列表

◇生活科や総合的な学習の時間と各教科等との関連を図ることは特に重要です。生活
科や総合的な学習の時間と各教科等とを関連付けることで，各教科等で個別に身に
付けた知識・技能をつながりのあるものとして組織化し直し，改めて現実の生活に関
わる学習活動において活用することが期待できます。また，そのことが，確かな知識
や技能の習得にもつながります。一方，生活科や総合的な学習の時間での学習活動
やその成果が，各教科等の動機付けや実感的な理解につながるなどのよさも考えら
れます。

このように，生活科や総合的な学習の時間と各教科等とは，互いに補い合い，互
いに支え合う関係にあり，教育課程全体の中で相乗効果を発揮していきます。した
がって，各教科等で身に付ける資質・能力を十分に把握し，生活科や総合的な学
習の時間との関連を図った年間指導計画，単元配列表を作成し関連付け，実践し
て評価し改善していくことが，極めて大切です。

学習対象や探究課題 関連する各教科等の内容や資質・能力

今年度の生活科や総合的な学習の時間と，各教科等との関連を考えてみましょう。

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現

（田村 学 ２０１３）
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（３）－１ 各教科等の学習を生活科や総合的な学習の時間に生かす

◇小学校低学年においては，生活科を中心として，合科的・関連的な
指導を進めることが重要です。

◇各教科等で身に付けた資質・能力を適切に活用・発揮して，
総合的な学習の時間における探究活動を充実させていく関連
の仕方が考えられます。

◇例えば，
社会科の資料活用の方法を生かして情報を収集する
算数科の統計の手法を生かしてデータを整理する
国語科で学習した表現方法を使ってレポートを作成する
理科で学習した生物と環境の学習を生かして，地域に生息する生き物の成育環境を考える

など

児童生徒の視点の広がりと学びの深まり

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現
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（３）－２ 生活科や総合的な学習の時間の学習を各教科等に生かす

◇小学校低学年においては，生活科を中心とした合科的・関連的な
指導を進めることが重要です。例えば，生活科の時間に取り組ん
だ体験活動等を，国語科の「話すこと・聞くこと」や「書くこと」の
題材として生かすことが考えられます。

◇総合的な学習の時間で行われた学習活動によって，各教科等
での学習のきっかけが生まれ，意欲的に学習をはじめるように
なったり，各教科等で学習していることの意味やよさが実感され
るようになったりすることも考えられます。

◇総合的な学習の時間で行った体験活動を生かして，国語の時
間に依頼状やお礼の手紙を書くなど，総合的な学習の時間で
の体験活動が各教科等における学習対象になることも考えら
れます。

総合的な学習の時間

◇例えば，以下のように総合的な学習の時間の学びを各教科に生かすことが考えられます。

家庭科や保健体育科

【探究課題】
食をめぐる問題や環境とそれに関わる
地域の農業・水産業や生産者

＜家庭科＞
・栄養のバランスを考えた食事や環境
の学習に前向きに取り組む
＜保健体育科＞
・保健の学習における学習と関連付け
て学びを広げたり深めたりする

など

興味
関心

総合的な学習の時間の体験活動を，各教科等の学習対象として生かす場面を
考えてみましょう。

総合的な学習の時間での
体験活動

体験活動を踏まえて表現する場
（国語科との関連）

２ カリキュラム・マネジメントの充実による教育目標の実現
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ここからは，カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び（いわゆるアクティブ・ラー
ニング）について考えていきます。

つまり，カリキュラム・マネジメントを通じて，学びの文脈を意識した単元（題材）を
計画していくことが大切です。

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び

【中央教育審議会答申 第４章 ２（３）】

○単元や題材のまとまりの中で，子供たちが「何ができるようになるか」を明
確にしながら，「何を学ぶか」という学習内容と，「どのように学ぶか」という
学びの過程を，「カリキュラム・マネジメント」を通じて組み立てていくことが
重要になる。
○「アクティブ・ラーニング」と「カリキュラム・マネジメント」は教育課程を軸に
しながら，授業，学校の組織や経営の改善などを行うためのものであり，
両者は一体として捉えてこそ学校全体の機能を強化することができる。

主体的・対話的で深い学び は，

必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるというものではなく，単元や題材な
ど内容や時間のまとまりを見通し，どのように構成するかというデザインを考えることが大
切です。

（例）見通しを立てたり学習を振り返ったりして自身の学び
や変容を自覚できる場面をどこに設定するか。

（例）対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする
場面をどこに設定するか。

一連の問題解決のまとまり（例）

問
題
発
見

計

画

予

測

実

行

振
り
返
り

つながりのある連続したプロセスとして具体化

学びの文脈を意識して構成された単

元では，学び手の子供は主体的になり，
そこでは他者との学び合いも生まれ，
学びの連続によって「深い学び」も実現
できます。

＜社会科の例＞ ※中教審答申別添資料より抜粋
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全体計画・年間指導計画を踏まえる

意図した学習を
効果的に生み出す

児童生徒の思いや願い，
関心や疑問を生かす

単元構想の実現が可能かどうか検討する
（授業時数，学習環境，指導体制，各教科等との関連等の

多様な視点から）

単元計画としての学習指導案を書き出す

単元の実践

教師の願い児童生徒の興味・関心

単
元
を
発
想
し
構
想
す
る

単
元
計
画
を
具
体
的
に
書
き
表
す

３
つ
の
視
点
か
ら

中
心
と
な
る
活
動
を
思
い
描
く

思
い
や
願
い
の
実
現
に
向
け
た

単
元
と
し
て
展
開
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
描
く

日常生活
話し合い

教科発展
教師の
働きかけ

育成を目指す資質・能力

目の前の子供に
「こうなってほしい」

身に付けたい学習事項

ウェビングによる教材研究

教師が行く，見る，聞く，体験する

単
元
の
構
想
で
描
い
た
イ

メ
ー
ジ
を
，
様
々
な
条
件

を
考
慮
し
て
具
体
化
す
る

指
導
計
画
の

評
価
と
改
善

子供のみとり

タウン
ウォッチング

解決すべき問題を想定する
思いや願い，目的に向かう活動の中で，子供が出合うで
あろう問題場面や解決すべき課題を想定する。

緻密に計画する
この時点では，まず綿密に計画する。

緻密な計画のもと，柔軟に展開する
子供の思いや願いを大切にする。軌道修正の際には，全
体計画の「目指す資質・能力」等を確認する。

構想

計画

広
げ
る
・選
ぶ

選
ぶ
・並
べ
る

整
え
る

学習活動・教材の特性

Ａ

C

D

E

F

G

B

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び
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◇単元を構想し，単元計画としてデザインするには，発想の段階・構想の段階・計画の段階
の手順が考えられます。

発想する段階

教師の願い児童生徒の
興味・関心

学習活動・教材の特性

◇発想する段階では，およその単元の概要を思い描くことが必要です。その際，
①児童生徒の興味・関心
②教師の願い
③学習活動や教材の特性
の３つの要素を考えていくことが大切です。

◇まずは，目の前の子供たちはどのような実態にあるのか，どのようなことに興味や関心が
あり，どのような学習を志向しているのか等を明確にしたいものです。

◇児童生徒の実態や興味・関心と教師の願い（単元の目標や資質・能力），教師の持ち味な
ども考慮します。さらに，子供の実態の背景をしっかりと分析します。そうすると，単元の中
心的な学習活動や教材がはっきりしてくることになるでしょう。

子供の実態 背景・要因の分析

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び
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◇構想する段階でポイントになるのは，児童生徒の思いや願い，関心や疑問を生かす児童生徒中
心の単元とするか，意図した学習を効果的に生み出す教師中心の単元とするか，ということです。

構想する段階

バランスと調和を図る

意図した学習を
効果的に生み出す

児童生徒の思いや願い，
関心や疑問を生かす

児童生徒の思いや願い，疑問
や関心を生かし，自ら・共に学
び合う

教師が，活用・発揮する場面を
適切かつ効果的に生み出す
（習得・活用・探究）

経験に基づく単元 教材に基づく単元

◇「児童生徒中心の単元」「教師中心の単元」の両者のバランスは，各教科等の特質や単元
の特性によって比重や割合が変わってくるものと考えられます。

◇例えば，生活科の栽培単元であれば，児童の興味や関心を生かして栽培する作物を選ぶ
ことが考えられます。１年生になって，はじめて１人で栽培活動を行うとすれば，発芽から
開花，種取りまでが安定的に行われるアサガオを選択することが考えられます。指導者は，
アサガオに強く興味・関心を抱くような工夫を行います。

◇２年生の算数科「かけ算」であれば，児童が興味・関心を抱くように，身の回りの素材や卵
パックを使って学習を行うなど，暮らしとの関係を強調して学習活動を行うようにすることな
どが考えられます。しかし，児童が出合うかけ算は，五の段から始まり，次に二の段へと進
めていくことが多いと考えられます。学習内容としてのかけ算の特性を考慮しつつ，教師の
願いとしての学習内容が優先されます。

◇生活科の栽培単元も，算数科のかけ算の単元も，児童の興味・関心と教師の願いを視野
に入れ，その両者の間に学ぶべき内容が実現しやすくなる学習活動や教材が生成するこ
ととなります。

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び
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◇発想の段階で生まれてきた様々な学習活動を，一連の問題解決の流れと児童生徒の意識の
流れに沿った展開として整えます。この段階では，具体的な単元計画として実現可能かどう
かを幅広く検討していくことが求められます。

計画する段階
授業時数，学習環境，学習形態，指導体制，各教科等との関連等を
視野に入れて指導計画を立案します。

一連の問題解決のまとまりとして学習活動が単元化されているかどうかがポイント！

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び

言語活動を通して指導事項を指導する・・・児童生徒の実態と興味・関心，教師の願いを踏まえて

◇「育成を目指す資質・能力」を明確
にした上で，その実現に向かってど
のような言語活動が必要なのか吟味
します。

◇１単位時間が単元の中でどのように
位置付いているのかを確認すること
ができます。

◇この例では，単元計画の中に単元の
ゴールが示されています。また，本
時（１単位時間）のゴールも示され
ています。ゴールを意識することに
よって，具体的な学習過程や学習活
動をイメージすることができます。

話題の設定情報の収集内容の検討構成の検討考えの形成共有表現と共有

構造と内容の把握
精査・解釈

振り返り

（佐伯市立松浦小学校の実践より）

国語
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計画する段階

◇数量図形の概念の理解という学習内容を優先させながら，児童の興味・関心が生まれるような場面も計画します。

考えを説明する
学習場面を位置付け

公式の活用場面
を位置付け

体験的・協働的な
場面を位置付け

体験的・協働的な
場面を位置付け

町や県の面積などの広い面積については，地図帳を活用して社会科との関連を図ろう

３ カリキュラム・マネジメントと主体的・対話的で深い学び 算数
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４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント

※中学校は，「目標を実現するにふさわしい探究課題」に「職業や自己の将来に関する課題」が示されています。

総合的な学習の時間の改訂の趣旨には，次のように示されています。
◆総合的な学習の時間を通してどのような資質・能力を育成するのかということや，総合的な学習の時
間と各教科等との関連を明らかにするということについては学校により差がある。これまで以上に総
合的な学習の時間と各教科等の相互の関わりを意識しながら，学校全体で育てたい資質・能力に対
応したカリキュラム・マネジメントが行われるようにすることが求められている。

総合的な学習の時間の時間の構造イメージ（小学校）

43

各学校は，第１に示された総合的な学習の時間の目標を踏まえて，各学校の

総合的な学習の時間の目標や内容を適切に定めて，創意工夫を生かした特色
ある教育活動を展開する必要があります。ここに，総合的な学習の時間の大き
な特質があります。

次に，総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメントについて，具体例を基に考えてい
きたいと思います。



【第１章第２の１】
１各学校の教育目標と教育課程の編成

教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科等における指導を通
して育成を目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にする
とともに，教育課程の編成についての基本的な方針が家庭や地域とも共有さ
れるよう努めるものとする。その際，第５章（中は第４章）総合的な学習の時間
の第２の１に基づき定められる目標との関連を図るものとする。

（中央教育審議会 教育課程部会 生活・総合的な学習の時間WG 2016.2.23 資料）

※総合的な学習の時間の目標は，各学校が育てたいと願う児童生徒像や育てようとする資質や能力
及び態度などを表現したものになることが求められるため，学校の教育目標と直接的につながる。

往還

貴校の学校の教育目標に示された「育成を目指す資質・能力」を確認してみま
しょう

知識及び技能

思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学校の教育目標と総合的な学習の時間の目標を関連付ける

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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各学校においては，総合的な学習の時間の目標を定めることとされています。
①各学校が創意工夫を生かした探究的な学習や，横断的・総合的な学習を実施すること
→地域や学校，児童生徒の実態や特性を考慮した目標を，各学校が主体的に判断して定める

②各学校における教育目標を踏まえ，育成を目指す資質・能力を明確に示すこと
→総合的な学習の時間が各学校のカリキュラム・マネジメントの中核となることが明確化

③学校として教育課程全体の中での総合的な学習の時間の位置付けや他教科等の目標及び内容と
の違いに留意しつつ，この時間で取り組むにふさわしい内容を定める

【小・中学校学習指導要領 第５（４）章 総合的な学習の時間】
１目標
各学校においては，第１の目標を踏まえ，総合的な学習の時間の目標を定める。

各学校が定める総合的な学習の時間の目標の設定例や留意点
は，解説P.19 P70に示されています。ご確認ください。

【佐伯市立松浦小学校の設定例】

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，
人間性等

基礎的・基本的な知識及
び技能，生活習慣を身に
付け，それを他の学習や
生活場面で生かす児童
の育成

思いや願いの実現や課
題の解決に向けて，様々
な視点に沿って考えたり，
主体的に判断したりして，
創造的に学ぶ児童の育
成

自分の学びや生活を振り
返り，自分自身のよさに
気付き，さらに自分のくら
しを豊かにしていこうとす
る児童の育成

探究的な学習のプロセス
の中で，よりよく課題を解
決するための知識や技能
を身に付け，問題解決的
に学ぶことのよさを理解
するとともに，地域の「ひ
と」「こと」「もの」に関して，
自らの生き方に結び付く
概念を形成し，学びや生
活に生かせるものとして
理解を深める。

地域や地域に関わる自分
の願いを実現するために，
問題場面に気付き，課題
を立て，情報を集め，観
点に応じて整理・分析した
り，判断したりすることで
対象を捉え直すとともに，
必要な言葉を選び，情報
を的確に伝えたり，受け
取ったりする表現力を育
成する。

願いの実現に向けて取り
組む中で，対象と繰り返し
関わり，その面白さや価
値を実感したり，願いや
目標を更新したりするとと
もに，他者と協働的に学
習に取り組む中で，学ん
だ内容や自分のよさに気
付き，それを生かして自ら
の生活を高めていこうと
する態度を育成する。

教
育
目
標

総
合
の
目
標

※下線部が，学校の教育目標と関連する部分として設定されています

学校の教育目標と総合的な学習の時間の目標を関連付ける

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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【小・中学校学習指導要領 第５（４）章 総合的な学習の時間】
２内容
各学校においては，第１の目標を踏まえ，総合的な学習の時間の内容を定める。

探究課題（学習対象）を
学校として定める。

学校で定めた目標を踏まえ，

探究課題の解決を通して育成を目指す資質・
能力を具体的に示す。

※「目標を実現するにふさわしい探究課題」の例は学習指導要領解説総合編P77（中はP73～）を参照
※「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の例は，上記解説P78（中はP74）参照

各学校が目標や内容を設定する際には，どのような概念的な知識が形成されるか，
どのように概念的知識を明示していくかなどについても検討する必要があります。

探究課題 身近な自然環境とそこに起きている環境問題，
その解決に取り組む組織や人々の思いや願い

具
体
的
な
資
質
・能
力

知識
及び
技能

・生物は，色，形，大きさなどに違いがあり，生育の環境が異なること（多様性）
・身近な自然において，生物はその周辺の環境と関わって生きていること（相互性）
・自然環境は，様々な要因で常に変化する可能性があり，一定ではないこと（有限性）
・よりよい環境の創造に向けた組織や人々の取組があること（連携・協力）

思考力，
判断力，
表現力等

・問題状況の中から課題を発見し設定する（課題の設定）
・情報収集の手段を選択し，必要な情報を収集し蓄積する（情報の収集）
・情報や考え，事象を比較したり関連付けたりして課題解決に向けて考える
（整理・分析）
・相手や目的に応じて分かりやすくまとめ表現する（まとめ・表現）
・学習の進め方を振り返り，学習や生活に生かそうとする

学びに向かう
力，人間性等

・自分の特徴やよさを理解するとともに，異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重
しようとする（自己理解・他者理解）
・自他のよさを生かしながら協働して問題の解決に向けた探究に取り組もうとする
（主体性・協働性）
・自己の生き方を考えるとともに，進んで実社会・実生活の問題の解決に取り組もうと
する（将来展望・社会参画）

総合的な学習の時間の内容を定める

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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総合的な学習の時間においては，横断的・総合的な学習を行う観点から，各教
科等との関連的な指導が最も多く，幅広く行われることが予想されます。
各教科等で身に付けた資質・能力を，改めて現実の生活に関わる学習において

活用・発揮していくことが期待されています。

【各教科等の資質・能力→総合的な学習の時間】
○社会科の資料活用の方法を生かして情報を収集する
○算数科のデータの活用での学びを生かして情報を整理する
○国語科で学習した文章の書き方を生かして分かりやすいレポートを作成する
○理科で学んだ生物と環境の学習を生かして，地域に生息する生き物の生育環境を

考える など （P28 再掲）

第５学年

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

外
国
語

総合的な学習の時間を核とした教科等横断的指導計画（単元配列表）例

社
会

音
楽

算
数

体
育

家
庭

図
工

総
合

特
活

道
徳

国
語

理
科

割合

天気と情報１

天気の変化

ごはんもりもりプロジェクト ～ 発見！お米の可能性 ～ （７０時間）

わたしたちのくらしと国土

音読しよう

「だいじょうぶ だい

じょうぶ」

筆者の考えをまと

めて伝え合おう

「動物の体と気候」
・文の組み立てに気を

つけよう

私たちとメディアの

関わり方について考

えよう
「テレビの付き合い

方」

・社会科の学習「食料生産を支える人 」々と関連させ、米づくりや米を生かした調

理活動に興味を持たせ、課題を設定する。「ごはんもりもりパクパクプロジェクト」

・田植えに向けた田んぼの準備をする、実際に田植えをする。
・稲の成長を継続的に観察する。

・米ついて知りたいことを出し合い、分類整理して調べる。

・米を収穫、脱穀、精米する。

・米からどのような食品ができているのか調べる。

・収穫した米をどのようにして食べるか、視点を決めて話し合う。
・「米菓」の作り方を調べ、１回目の調理を行う。

・１回目の試作品と、専門店の米菓を比較して、今後の取り組みを考える。

・２回目の調理をする。

・１年間の活動と、米菓を紹介する発表会を企画する。

・招待する人を決める（ゲストティーチャー、米作りを教えてくれた方）

・発表する内容を整理する。（米作り、自分たちの学び、米菓のPRポイントなど）
・発表会を行う。

・１年間の学習を振り返る。

物語の山場をとらえよ

う

「世界でいちばんやか

ましい音」

和の文化について

調べよう

「和の文化を受け
つぐ」

物語の良さを解説し

よう

・図書館へ行こう

・一つの言葉から

・意見と理由を聞き取

ろう

聞き手の意図を考え

ながら新聞を読もう

「新聞記事を比べよ

う」

・立場を決めて討論

しよう

・本は友だち

・詩を味わう
「紙風船」

「水のこころ」

・資料を生かして考

えたことを書こう
「注文の多い料理店」

・古文を声に出して

読んでみよう

不思議な世界へ出

かけよう

伝記を読んで、感

想文を書こう

「手塚治虫」

・五、七、五で表そう

・古文に親しもう

・伝えよう委員会活

動

・六年生におくる字

をすいせんしよう

朗読で発表しよう

「大造じいさんとが

ん」

・私たちの文章見本

帳を作ろう

食料生産を支える人々 工業生産を支える人々 くらしを支える情報 国土の自然とともに生きる

整数と小数

体積

小数のかけ算

合同な図形

小数のわり算

平均

単位量あたりの

大きさ

わり算と分数

三角形や四角形

の角

表や式を使って 帯グラフと円グラフ

分数と整数の

かけ算、わり算

四角形や三角形

の面積 正多角形と円 角柱と円柱

生命のつながり１

植物の発芽
生命のつながり３

メダカのたんじょう

生命のつながり５

植物の花のつくりと

実や種子

天気と情報２

台風と天気の変化

流れる水の

はたらき
電磁石の性質 もののとけ方 ふりこの動き

豊かな歌声を

ひびかせよう
いろいろな音のひびきを味わおう 和音の美しさを味わおう 曲想を味わおう 詩と音楽を味わおう

日本と世界の

音楽に親しもう

心をこめて

表現しよう

春を感じて
切った粘土
の形から

糸のこの

ドライブ

めざせ、
ローラーの達人

「かくれんぼさん」

をさがせ！

ビー玉、

大ぼうけん

クルリン

げきじょう

流れる風を

つかまえて

でこぼこ広場に

絵の具が走る
自然の中で

感じたことを

伝えたい気持ちを
箱につめて

色を重ねて、
ゆめを広げて

見える見える！
遠くに、近くに

わたしと

家族の

生活

はじめてみよう

クッキング

はじめてみよう

ソーイング

かたづけよう

身の回りのもの

やってみよう

家族の仕事
わくわくミシン 食べて元気に 上手に使おう

お金と物
寒い季節を快適に 家族と

ほっとタイム

ネット型

鉄棒運動

マット運動
クロール

平泳ぎ

走り幅跳び

ゴール型 ハードル走 けがの予防
短距離走・リレー

体ほぐし運動 心の健康

表現・フォークダンス

体力を高める運動 体力を高める運動

心の健康

跳び箱運動

ベースボール型

Hello!

I'm happy.

How many?

I  like  apples.

What  do  you  like? What  do  you  want?

Alphabet

What 's  this

What  would  you  liket?

Hello,everyone.

What  do  you  have
on  Monday?

She  can  run  fast.
He  can  jump  high.

Where  is  the  
treasure? Who  is  your  hero?

学級開き・組織づくり

よりよい人間関係

基本的な生活習慣

学級の諸問題解決

望ましい食習慣

健康で安全な生活

学校図書館の活用

学級生活づくり

当番活動・係活動の充実

１学期の反省

夏休みの生活

学級組織づくり

運動会への参加

基本的な生活習慣

学級の諸問題解決

災害から身を守る

児童会への提案

子ども祭りへの参加

働くことの意義

学校図書館の活用

２学期の反省

冬休みの生活

学級組織づくり

児童会への提案

学級の諸問題解決

自分の役割の自覚

よりよい人間関係

卒業式への参加

１年間の反省

来年度に向けて

親切 思いやり

友情、信頼

伝統と文化の尊重
国や郷土を愛する態度

伝統と文化の尊重
国や郷土を愛する態度

伝統と文化の尊重

国や郷土を愛する態度

正直 誠実

公平、公正 社会正義

規則の尊重

感謝

善悪の判断
自律、自由と責任

親切 思いやり

礼儀

伝統と文化の尊重
国や郷土を愛する態度

友情、信頼

真理の探究

よりよい学校生活
集団生活の充実

よりよい学校生活
集団生活の充実節度と節制

個性の伸長

希望と勇気
努力と強い意志

勤労、公共の精神

親切 思いやり

国際理解 国際貢献

自然愛護

生命の尊さ

友情、信頼

家族愛

親切 思いやり

感謝

礼儀

感動、畏敬の念

友情、信頼

相互理解 寛容

個性の伸長

よりよく生きる喜び

生命のつながり２

植物の成長

植物の発芽には、水、空気及び温

度が関係していること。（知技）

植物の成長には、日光や肥料など

が関係していること。（知技）

日々の生活が家族や過去からの多くの人々の

支え合いや助け合いで成り立っていることに感

謝し、それに応える。

より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難が

あってもくじけずに努力して物事をやり抜くこと。

働くことや社会に奉仕することの充実

感を味わうとともに、その意義を理解
し、公共のための役立つことをする

１年間の活動の思い出を

五・七・五で表現する。
整数の性質

分数の大きさと

たし算・ひき算

生命のつながり４

人のたんじょう

１a、１ha等あたりの収穫量

を単位量あたりの学習の

素材とする。

食糧生産に関わる人々の工夫や努力

を考え表現する。（思・判・表）

昔から続く米菓のつくり方等を調べ

たり、比較したりする。

事実と感想、意見とを区別して書くな

ど、自分自身の考えが伝わるように

書き表し方を工夫する。（思・判・表）話し手の意図や自分が聞こうとする意図に

応じて話の内容を捉え、話し手の考えと比

較しながら自分の考えをまとめる。（思・判・

表）

食事の役割が分かり、日常の食事の

大切さと食事の仕方について理解す

る。（知・技）

米を毎日食べる人の割合

を円グラフ等で表す。

望ましい食習慣の形成

米作りの役割を果たすことを通じて、自己の役割を

自覚して協働することの意義を理解して主体的に
考えて行動する。

上記のように，各教科等との関連を明示した書式を工夫する（単元配列表）ととも
に，育成を目指す資質・能力が記され，それらが相互に関連することを示せば，そ
れぞれの学習活動の一層の充実と，資質・能力の育成につながります。

単元配列表

各教科等との関連を図る

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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〇各学校の教育目標を踏まえて，学校としての目標・内容を決定
〇各教科等で身に付けた固有な力を実生活や現実社会の総合で発揮し，使いこなす
〇実社会や各教科等とのつながりを意識
〇言語能力や情報活用能力を基盤として育成（総合＋各教科等）

総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメントについて，
まとめてみます。

総合的な学習の時間と各教科等や実生活とつなぐしかけとして，
例えば以下のような学習活動を行うことが考えられます。

①日常生活や実社会の現実に触れる学習

②実験，観察，調査活動

③基礎的な言語活動を位置付ける
（描写 要約 紹介 説明 記録 報告 対話 討論等）

④基礎的な数学的活動を位置付ける
（計算 図 表 グラフ 計測 統計等による処理，表現）

⑤成果物を作成する
（学習ファイル 論文 作品等，外部への発信）

（平成３０年２月１０日 生活科・総合的学習指導者研修会 四ヶ所講演資料より）

総合的な学習の時間と各教科等や実生活とをつなぐカリキュラム・マネジメント

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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各教科等や生活とつなぐことを意識しながら，単元をデザインしてみましょう。

A 全体計画・年間指導計画を踏まえる
単元計画を作成するにあたっては，その前提として，

学校の全体計画・年間指導計画を踏まえる必要がある。

B ３つの視点から，中心となる活動を思い描く
どの視点から構想を始めても，他の２つの視点につ

いても十分に思いを巡らせることが大切である。

①児童生徒の興味・関心
児童生徒の実態や興味・関心を出発点とすることで，

児童生徒の主体的な活動が保障できる。

②教師の願い
教師の願いを出発点とすることで，どのような内容

について学ばせたいのか，どのような資質や能力及び
態度を身に付けさせたいのかを明確にした単元構想が
可能となる。

③教材の特性
教材（学習材）とは，児童生徒の学習を動機付け，

方向付け，支える学習の素材のことである。
教材の特性を出発点とすることで，どのような問題

解決や探究活動を行うことができるか，明確に見通す
ことができる。その際，横断的・総合的な学習になる
ように意識することが求められる。

C 探究的な学習として単元が展開するイメージを思い描く

①児童生徒による主体的で粘り強い問題の解決や探究活動を生み出すには，
児童の関心や疑問を重視し，適切に取り扱うこと。

②問題の解決や探究活動の展開において，教師が意図した学習を効果的に生み
出していくこと。

児童生徒が主体的に進める活動の展開においては，教師が意図した内容を児
童生徒が自ら学んでいくように単元を構成する点に難しさがある。そこでまず，そ
の関心や疑問から，児童生徒はどのような活動を求め，展開していくだろう
かと考える。そして，活動の展開において出会う様々な問題場面と，その解
決を目指して児童が行う問題の解決や探究活動の様相，さらにそれぞれの学
習活動を通して児童生徒が学ぶであろう事項について，考えられる可能性を
できるだけ多面的，網羅的に予測する。その際には，各学校で定めた探究課題，
育成を目指す資質・能力との照らし合わせを行う。

単元をデザインする手順

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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各教科等や生活とつなぐことを意識しながら，単元をデザインしてみましょう。

E 単元計画としての学習指導案を書き表す
（冊子版解説P.104 HP版P.99）
単元の計画を具体的に表現するには，例えば，次

に示す項目を学習指導案に位置付けることが考えら
れる。
①単元名
②単元目標
③児童生徒の実態
④教材について
⑤指導について
⑥育成を目指す資質・能力
⑦単元の展開 など
単元の学習を通して，どのような概念的な知識を

児童生徒が形成するのか，どのような思考力，判断
力，表現力等や学びに向かう力，人間性等の伸長を
期待しているのかを明確にし，児童生徒の興味・関
心から始まる学習活動の連続が，探究的な学習とな
るよう単元を構想しなければならない。

D 単元構想の実現が可能かどうか検討する
まず，単元を構成する諸活動を考えた後に，各活

動が児童の意識や活動の自然な流れに沿って展開で
きるかどうかを検討する。流れに不自然さや無理が
ある場合には，順番を入れ替えたり，活動の間に別
の活動を挟んだり省略したりすることで，単元構想
の実現可能性をより高めることができる。さらに，
各活動の授業時数，学習環境，学習形態，指導体制，
各教科等との関連等の多様な視点から，単元構想が
実際に実現可能かどうかを吟味する。

F 単元の実践
どれだけ丁寧に単元づくりを行っても，児童生徒

の活動は教師の想定通りにはならない場合もある。そ
の際には，計画通りに実行するのではなく，児童生
徒の動きに応じて柔軟に修正しつつ学びを生みだそうと
する，教師の構えが重要になってくる。

G 指導計画の評価と改善
単元の実践を振り返り，単元計画を

見直すとともに，次年度の全体計画や
年間指導計画の改善に役立てることが
必要である。

４ 総合的な学習の時間を核としたカリキュラム・マネジメント
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おわりに

これまで，学校の教育目標達成に向け，カリキュラム・マネジメントの

充実が重要であることを説明してきました。

学校の教育目標をよりよく達成するために行われるカリキュラム・マネ

ジメントは，今回の改訂によって新たに示されたものではなく，2008年

の中央教育審議会答申の中で，「各学校においては，（中略）教育課程や

指導方法等を不断に見直すことにより効果的な教育活動を充実させると

いったカリキュラム・マネジメントを確立することが求められる」ことが

すでに示されていました。

今後は，このカリキュラム・マネジメントを「確立」することから一歩

進み，「充実」させることによってこれからの子供たちに必要とされる資

質・能力を確実に育んでいくことが大切です。

一方で，他教科との関連を意識するあまり，その教科本来の指導事項が

あいまいになってしまうことは避けなければなりません。まずは，各学校

の教育目標の達成を目指しながら各教科等で育成を目指す資質・能力を確

実に身に付けさせることが重要であり，その上でカリキュラム・マネジメ

ントの充実により，効果的に教育活動を展開していくことになります。

カリキュラム・マネジメントはあくまで手段であり，実践を進めながら，

ＰＤＣＡサイクルにより，リニューアルしていくことも求められています。

その過程では，教職員のベクトルがうまく揃わずに戸惑うこともあるかも

しれませんが，お互いの実践をオープンに開いたりワークショップ型の研

修などを実施したりすることによって，各自の教育観の違いを乗り越え，

子供たちのためによりよい学校づくりを進めいってほしいと思います。
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子供たちに「生きる力」をはぐくんでいけるようにThe Best  より Better
を目指し，みんなでよりよい学校づくりを！



おわりに

「芯の通った学校組織」ですすめるために・・・
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学校全体で進めるカリキュラム・マネジメント「チェックシート」

□学習指導要領の改訂の趣旨や内容を共通理解するための校内
研修を実施した

□学校の教育目標の見直しを行った
□学校や地域，児童生徒の実態の分析
□学校として育成を目指す資質・能力の共通理解
□育成を目指す資質・能力の三つの柱を踏まえた学校の教育
目標の設定

□学校の教育目標と重点目標や重点的取組の整合性の確認

□学校の教育目標実現の視点からの各教科等の授業及び校務分
掌の捉え直し

□学校の教育目標との関連を図った総合的な学習の時間の目標
設定

□教育課程の実施に必要な人的・物的体制の確保

□学習指導要領の趣旨を踏まえた教育課程の編成
□教科等横断的な視点
□学年・学校段階間の接続の視点

□学校評価と関連付けた教育課程の評価・改善

（チェック日 年 月 日）



参考にした資料

○今，求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（平成22年11月）
○中央教育審議会教育課程部会生活・総合ワーキンググループ資料（平成28年２月）
○学校評価ガイドライン（平成28年 文部科学省）
○幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申） 平成28年12月21日 中央教育審議会

○小学校学習指導要領（平成29年告示）文部科学省
○中学校学習指導要領（平成29年告示）文部科学省

○小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 文部科学省
○中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 文部科学省

○小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編 文部科学省
○中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編 文部科学省
○中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 国語編 文部科学省

○カリキュラム・マネジメントハンドブック
（田村知子・村川雅弘・吉冨芳正・西岡加名恵編著 平成28年６月 ぎょうせい）

○カリキュラム・マネジメント入門（田村学 平成29年３月 東洋館出版社）
○日本生活科・総合的学習教育学会会報NO.52 （平成30年４月１日）
○深い学び（田村学 平成30年４月）
○生活科・総合的学習指導者研修会
（平成30年２月10日 久留米市立高良内小学校長 四ヶ所清隆氏 講演資料）

○『芯の通った学校組織』推進プラン第２ステージ（平成29年３月 大分県教育委員会）
○新学習指導要領への移行スタート（平成30年２月 大分県教育委員会）
○竹田教育事務所 第１回地域授業改善協議会（平成30年６月）

○中津市立山口小学校 学校経営方針（平成29年度・平成30年度）
○佐伯市立鶴谷中学校 学校経営方針（平成30年度）
○佐伯市立松浦小学校 学校の教育目標と総合的な学習の時間の目標の関連に関する資料
○佐伯市立明治小学校 学校教育目標を「育成を目指す資質・能力の三本柱」で整理する
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……この冊子についての問合わせ先……
大分市府内町3丁目10番1号

大分県教育庁義務教育課
ＴＥＬ：０９７－５０６－５５３４ ＦＡＸ：０９７－５０６－１７９５


